
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＯＤＦ解析後の逆極点図数値化 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 複数の極点図からＯＤＦ解析を行うと、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向の逆極点図が計算されるが、 

この逆極点図の利用は少ない。ＣＴＲソフトウエアは、逆極点図の数値化を行って利用可能にしています。 

逆極点図を３６分割（３６Ｂｏｘ）し、そのＢｏｘ内の平均方位密度の数値化である。 

方位はその多重性により４：２：１で計算されるが、Ｂｏｘ平均では単純平均を行っている。 

計算は、 

 Ｂｏｘ内の平均方位密度計算 ＡＢｏｘ     

 平均方位密度％ ＡＢＢｏｘ＝ＡＢｏｘ／ｓｕｍ＊１００（％）  

 Ｒａｎｄｏｍ比率 ＲＢｏｘ＝ＡＢＢｏｘ／（１００／３６）  

対応ソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ（Ｖｅｒ１．３２） 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２（Ｖｅｒ２．１１） 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ１．５０）＋ 

  ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ１．３０） 

対応ＯＤＦ 

 

ＡＢｏｘ  Ｉｎｔｅｇ（Ｉｎｖｅｒｓｅ） 

ＡＢＢｏｘ Ｉｎｔｅｇ（％）（ＩＮｖｅｒｓｅ（％）） 

ＲＢｏｘ  ／Ｒａｎｄｏｍ 

   Ｉｎｔｅｎｓ   Ｂｏｘ内代表方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３６Ｂｏｘ 

日本金属学会報 第２１巻 第１１号（１９８２） 

 ベクトル法による集合組織の３次元解析 長嶋晉一氏より 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３６Ｂｏｘと代表方位位置（＋）は上記指数位置 

３６Ｂｏｘ代表方位位置と方位密度 (hkl)intens 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析結果をＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙで解析 

  

 方向の選択   計算方法の選択 

  

 



Ｉｎｖｅｒｓｅ： Ｂｏｘ内の平均方位密度計算 ＡＢｏｘ 

ステレオ三角形［００１］から外周から CW回転 

 

ｌｉｓｔ方位密度  36Box番号 CW方向番号   ＡＢｏｘ 

 

Ｉｎｔｅｎｓ（％）： 平均方位密度％ ＡＢＢｏｘ 



 

 

        ABＢｏｘ 

 



／Ｒａｎｄｏｍ ： Ｒａｎｄｏｍ比率 ＲＢｏｘ 

 

        ＲＢｏｘ 

 

 



同様にＲＤ，ＴＤ方向を計算し、比較 

 

 

 

      

 

 



Ｂｏｘ内の平均方位密度計算ＡＢｏｘとＲａｎｄｏｍ比率ＲＢｏｘの比較 

 

 

  

 

        

 ほぼ同一 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｂｏｘ内Ｉｎｔｅｎｓは物質指定により変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

θ/θＳｃａｎ法でも同一情報が得られます。 

  

 逆極点では、α－Ｆｅの（２２０）は（１１０）、（４４２）は（２２１）として扱うため 

 表示されません 

   

 

 θ/θScan法より３６Ｂｏｘ法は得られるデータが多い 

 更に、ＮＤ方向以外のデータも得られます。 

 



ソフトウエアの機能紹介 

ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ 

  

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦデータの３６Ｂｏｘ平均密度計算（ＡＢｏｘ）のみ 

ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，Ｖｅｃｔｏｒ，ＭＴＥＸの 

 ３６Ｂｏｘ平均密度（ＡＢｏｘ）、平均密度（％）（ＡＢＢｏｘ）、ｒａｎｄｏｍ比率（ＲＢｏｘ） 

 

 



ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ＋ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ｐｏｐＬＡ，ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸに対し 

 

３６Ｂｏｘ平均密度（ＡＢｏｘ）、平均密度（％）（ＡＢＢｏｘ）、ｒａｎｄｏｍ比率（ＲＢｏｘ）処理 

 


